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【手続補正書】
【提出日】平成26年3月5日(2014.3.5)
【手続補正１】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００４】
　一例によれば、方法が本明細書で説明される。この方法は、第１のディスプレイによる
画像の第１の部分の表示の状態を示す第１のディスプレイ状態を第１のディスプレイから
受け取ることを含む。この方法はさらに、第２のディスプレイによる画像の第２の部分の
表示の状態を示す第２のディスプレイ状態を第２のディスプレイから受け取ることを含む
。この方法はさらに、第１のディスプレイによる画像の第１の部分の表示の状態と第２の
ディスプレイによる画像の第２の部分の表示の状態との差を求めることを含む。この方法
はさらに、求められた差に基づいて第１のディスプレイによる画像の第１の部分の表示、
および第２のディスプレイによる画像の第２の部分の表示の少なくとも１つを調整するこ
とを含む。
【手続補正２】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００５】
　別の例によれば、デバイスが本明細書で説明される。このデバイスは、第１のディスプ
レイによる画像の第１の部分の表示の状態を示す第１のディスプレイ状態と第２のディス
プレイによる画像の第２の部分の表示の状態を示す第２のディスプレイ状態とを受け取る
ように構成されるディスプレイ状態モジュールを含む。このデバイスはさらに、第１のデ
ィスプレイ状態と第２のディスプレイ状態とに基づいて第１のディスプレイによる画像の
第１の部分の表示の状態と第２のディスプレイによる画像の第２の部分の表示の状態との
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差を求めるように構成されるオフセット測定モジュールを含む。このデバイスはさらに、
第１のディスプレイによる画像の第１の部分の表示、および第２のディスプレイによる画
像の第２の部分の表示の少なくとも１つを調整するように構成されるディスプレイ調整を
第１のディスプレイと第２のディスプレイの少なくとも１つに伝えるように構成されるデ
ィスプレイ調整モジュールを含む。
【手続補正３】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００６】
　別の例によれば、デバイスが本明細書で説明される。このデバイスは、第１のディスプ
レイによる画像の第１の部分の表示の状態を第１のディスプレイから受け取るための手段
を含む。このデバイスはさらに、第２のディスプレイによる画像の第２の部分の表示の状
態を示す第２のディスプレイ状態を第２のディスプレイから受け取るための手段を含む。
このデバイスはさらに、少なくとも１つの画像の第１の部分を出力するための第１のディ
スプレイの状態と少なくとも１つの画像の第２の部分を出力するための第２のディスプレ
イの状態との差を求めるための手段を含む。このデバイスはさらに、求められた差に基づ
いて第１のディスプレイによる画像の第１の部分の表示、および第２のディスプレイによ
る画像の第２の部分の表示の少なくとも１つを調整するための手段を含む。
【手続補正４】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】０００７
【補正方法】変更
【補正の内容】
【０００７】
　別の例によれば、複数の命令を備えるコンピュータ可読記憶媒体が本明細書で説明され
る。これら命令は、コンピューティングデバイスによって実行されることに伴い、第１の
ディスプレイによる画像の第１の部分の表示の状態を示す第１のディスプレイ状態を第１
のディスプレイから受け取ることをコンピューティングデバイスに行わせるように構成さ
れる。これら命令はさらに、第２のディスプレイによる画像の第２の部分の表示の状態を
示す第２のディスプレイ状態を第２のディスプレイから受け取ることをコンピューティン
グデバイスに行わせるように構成される。これら命令はさらに、第１のディスプレイによ
る画像の第１の部分の表示の状態と第２のディスプレイによる画像の第２の部分の表示の
状態との差を求めることをコンピューティングデバイスに行わせるように構成される。こ
れら命令はさらに、求められた差に基づいて、第１のディスプレイによる画像の第１の部
分の表示、および第２のディスプレイによる画像の第２の部分の表示の少なくとも１つを
調整することをコンピューティングデバイスに行わせるように構成される。
【手続補正５】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００１４
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００１４】
　他の例では、このようなスマートディスプレイが、さらに、または代わりに、複数の画
像の表示のための複数のグラフィクス命令および関連するデータ（以後「グラフィクス命
令」）を処理するように構成され得る。このような例によれば、「スマート」ディスプレ
イは、ディスプレイを制御して画像１１６を表示させるために複数のグラフィクス命令を
処理するように構成される１つまたは複数のハードウェアおよび／またはソフトウェアコ
ンポーネント（例えば、グラフィクス処理ユニット（ＧＰＵ）、デジタルシグナルプロセ
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ッサ（ＤＳＰ）および／または中央演算処理装置（ＣＰＵ））を含み得る。このような例
によれば、スマートディスプレイ（例えばスマートディスプレイのＧＰＵ）は、複数のグ
ラフィクス命令を処理して画像データを生成できる。１つの非限定的な例によれば、複数
のグラフィクス命令は、ある特定の幾何学的な形状およびこの形状の特質を描くための複
数の命令を含み得る。一方、画像データは、位置Ｘ、Ｙ、Ｚにおける画素が、ある特定の
色または他の記述的なパラメータを有することを示すデータを含み得る。本明細書で説明
されるような複数のグラフィクス命令／データの、１つの具体的かつ非限定的な例は、Ｓ
ｉｌｉｃｏｎ　Ｇｒａｐｈｉｃｓ社によって開発されたＯｐｅｎＧＬ（登録商標）グラフ
ィカルレンダリングプロトコルに従って生成された１つまたは複数の命令である。
【手続補正６】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００２０
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００２０】
　本開示の技法は、複数のディスプレイ１１０Ａ、１１０Ｂに分かれた画像１１６の該当
部分１１６Ａ、１１６Ｂを表示するように動作する複数のディスプレイ１１０Ａ、１１０
Ｂのディスプレイ出力を同期させることを意図する。これらの技法によれば、ホストコン
トローラ１１５は、ディスプレイ１１６Ａおよび１１６Ｂの各々のディスプレイ出力の進
行状況を示すディスプレイ状態を受け取ることができる。このようなディスプレイ状態は
、例えば、第１のディスプレイ１１０Ａによって出力された画像１１６の第１の部分１１
６Ａの副部分の数と、第２のディスプレイ１１０Ｂによって出力された画像１１６の第２
の部分１１６Ｂの副部分の数とのインジケーションを備え得る。例えば、ホストコントロ
ーラ１１５は、第１のディスプレイ１１０Ａによって出力されていた（またはまだ出力さ
れている）第１の部分１１６Ａの線（または画素）の数と、第２のディスプレイ１１０Ｂ
によって出力されていた（またはまだ出力されている）第２の部分１１６Ｂの線（または
画素）の数とを示すディスプレイ状態を受け取ることができる。いくつかの例では、ディ
スプレイ状態が、水平同期（ｈｓｙｎｃ）信号または垂直同期（ｖｓｙｎｃ）信号と呼ば
れ得る。
【手続補正７】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４１
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４１】
　図３の例によれば、ディスプレイ３１０Ａは、画像の第１の部分（例えば図１に示され
る第１の部分１１６Ａ）の２本の線３４５～３４６を表示しているが、ディスプレイ３１
０Ｂは、第２の部分３１６Ｂ（例えば図１に示される第２の部分１１６Ｂ）の４本の線３
６３～３６６を表示している。従って、第１の部分３１６Ａおよび第２の部分３１６Ｂそ
れぞれを出力するディスプレイ３１０Ａおよび３１０Ｂの動作は同期していない。いくつ
かの例では、図２に示されるような、ディスプレイ３１０Ａおよび３１０Ｂの動作間にお
ける同期の欠如が、ディスプレイ３１０Ａおよび３１０Ｂの該当クロック源３３２Ａ、３
３２Ｂからのクロック信号３３５Ａ、３３５Ｂの差によって引き起こされ得る。
【手続補正８】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４５
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４５】
　別の例として、フレームバッファ３３８の利用可能な記憶サイズが、表示されるべき画
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像の線または画素の具体的な数（例えば１０８０本の線）を表し得る。この例によれば、
ＰＩＭ　３５０は、フレームバッファ３３８に記憶された画像データ３４０によって使わ
れる利用可能な記憶空間の量を求め、それによって、画像の副部分（例えばある数の線ま
たは画素）の表示に関するディスプレイ３１０の進行状況を求めることができる。例えば
、図３に示されるように、ディスプレイ３１０ＡのＰＩＭ　３５０Ａは、フレームバッフ
ァ３３８Ａを監視し、画像の第１の部分の２本の線３４５～３４６がフレームバッファ３
３８Ａから読み取られ画面３１２Ａを介して表示されていると判定できる。ディスプレイ
３１０ＢのＰＩＭ　３５０Ｂは、フレームバッファ３３８Ｂを監視し、画像の第２の部分
の４本の線３６３～３６６がフレームバッファ３３９から読み取られ画面３１２Ｂを介し
て表示されていると判定できる。
【手続補正９】
【補正対象書類名】明細書
【補正対象項目名】００４６
【補正方法】変更
【補正の内容】
【００４６】
　いくつかの例では、ディスプレイ３１０を監視することに基づいて、画像部分の副部分
（例えば線）の表示に関するディスプレイ３１０の進行状況を求めて、ＰＩＭ　３５０が
画像部分の１つまたは複数の副部分の表示に関するディスプレイ３１０の進行状況をホス
トコントローラ（例えば、図２に示されるホストコントローラ２１５）へ示すディスプレ
イ状態（例えば、図２に示されるようなディスプレイ状態２１８Ａ、２１８Ｂ）を生成で
きる。例えば、ＰＩＭ　３５０は、画像部分のフレームの出力に関するディスプレイ３１
０の進行状況（例えば、ディスプレイ画面３１２を介して表示されている画像部分の線お
よび／または画素の数）を示すディスプレイ状態（図３には示されない）を生成できる。
ＰＩＭ　３５０は、ディスプレイ状態を継続的に（例えば、フレームバッファ３３９に記
憶される新規フレームの画像部分である画像データの副部分をフレームバッファ３３９へ
記憶する／フレームバッファ３３９から読み取ることに関する基準クロック３３５の各々
のクロック周期で）かつ／または１つまたは複数の所定の間隔に基づいて生成および／ま
たは通信できる。
【手続補正１０】
【補正対象書類名】図面
【補正対象項目名】図６
【補正方法】変更
【補正の内容】
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【図６】
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